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7例 (Hlic.･･:HBs抗体陽性 2例.陰性 5例lで測定 した

が全例陰性であった.スケT)-二ンゲの肝炎ウ･†JL7､て-

か一･-が陰性であること,-i.',,L二トー′し性肝疾患との先入観,

髄疾患 フォローなどから肝癌サ-ベイがなされず,肝纏

胸痛の発展遅延例が多かった.

13)診断20年後に肝細 胞癌 を合併 した Budd-
Chiari症 候群の l例
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症例は69歳女性,主訴は左胸壁陣痛,1975年腹水,

浮腫,肺鷹,腹壁静脈怒張,血小板減少を認め Budd-

chiari症候群と診断 され経静脈的拡張術を施行.20年

後の 1994年12月圧痛のない左肋骨部の腫脹を自覚 し来

醍.胸部 CT で約 5ern の左胸壁腫癌を認れ 経皮生

検で肋骨への肝細胞癌転移と診断 された.腹部 C1､で

も肝左葉に約 4cm J)LDA を認め.julPlilt,89ilng･

mi.PrVFn-Ⅲ13.9AU･mi と高値を示 し,HI･もーAgト 上

anti-HCV (-)であった.肝癌iこ対する肝動脈塞栓術,

化学療法,転移巣をこ対する照射療法を行ったが,全身骨

転移と肺内転移により1年後に死亡.発癌の成因や関連

については明かではないが,非B非C型肝線維症を認れ

Budd-thiari症候群との関連性が示唆 された.

141経夜経肝的静脈癌 塞栓術を契機 に急 激な門

脈血栓症増悪をムせ た肝癌 合併肝硬 変症 の

1例
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65歳男性.Alcoho一icLC,HCCで加療中.H4年

より食道静脈癒 しLmFICbRC (-)),胃静脈癌 (以下

CV)(Lg 巨一日 を指摘.H8年6月に門脈本幹壁在血

栓を品.同時期 CVは F3RC(+)であった,9月 CV

Hl血あり.左下輯隔膜静脈と心膜静脈が CV 流出路で

あ り,EISは他臓器壊死の危険あi)施行せず,経度経

肝的静脈癖塞栓術 (以下 FrO)を施行.CV供血路を

金属 コ(,Lにて塞栓 した. 2ケ月後､.腹水増悪.CT 上

門脈本幹から肺静脈全幹に内腔狭窄,閉塞があり門脈血

栓症 と診断､死亡 した.本症例は PTO を契機に凝固

克進状態が高まり,以前よりある門脈血栓が急速な増悪

を来 したと考えられた,

15)多発性肝細胞癌 切除例 の検討
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多発性肝細胞癌の手術適応を明確にする目的で.過去

10年間の肝細胞癌 146例中多発66例を膝壕径 3cm 以

下で 3個lJ,F雪群とそCT)他の 2群,門脈腫壕栓し71有無によ

I)2群,腫揚/I)化度により3群に/I)けそれぞれの生存率

を比較 した.
結果 :5年累積生存率はそれぞれ肝細胞癌多発例全体

で21.90,6.与党例中経壕径が 3cITl以下でかつ佳境個

数が3個以内のもの33,59Jd.門脈腫壕栓無 しのもの43.2

%,高分化のもの 50.09｡であった.

結語 :多発例中濃犬種壕径 3cm 以下でかつ腫痔個

数3個山内,Pr脈 鷹揚栓無 し.高分化のものには従来の

肝切除で比較的良好な予後が期待できる. しか し.その

他の多発例は,術式の拡大,術中マイクロ波凝固療法の

併f札 術後 adjuvanttherapyが予後を改善するため

に必要である.

16)AFP 高値 を示 した大腸癌肝転移の 1剖検

例
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症例は66歳女性,主訴は食欲不振,潜血便.1995年12

月頃微熱 ･食欲不振にて近医受診,AFP25ng:ml,CEA

14.939ng:::mlと高値にて 1996年 3月18日入院 した.

精査にて上行結腸に2型の中分化型腺癌が認められ 肝

両葉に多発性肝転移を認めた.同年6月には右半結腸切

除術.肝転移･巣に対 しては化学療法を施行 したが 1997

年 1月27日死亡 した.経過中 CEA は持続高値,AFP は

手術後 も上昇 (最大値 2,969ng/mD,ダル コサ ミニル

化率亜%,ブコシル化率91%と消化器癌肝転移と考えら

れた.剖検では肝および肺転移が認められ,肺転移巣をこ

は認められなかったが原発巣および肺転移巣の一部に AFP

陽性細胞が認められた.AFP産生大腸癌,特に結腸癌

は日数例を含め7例と稀であり報告する.


